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第12章 西北民族誌

ラオス、中国 との国境 をもつ紅河以西の北部内陸部が西北地方である。地勢的、言語 ・民族的

に見て、現 ライチ ャウ省、ソンラー省、ディエンビエン省、ホアビン省4省 全域 と、ラオカイ省

とイエンバイ省の紅河以西、タインホア省 とゲァン省の山地部を、本稿では西北地方として扱 う。

この地域には、タイー ・ターイ語系、ベ ト・ムオン語系、モ ン・ザオ語系、モン・クメール語系、

チベッ ト・ビルマ語系などの言語を話す諸集団が居住 している。伝統的には、山間盆地で灌漑 に

よる稲作を行 うターイやムオンが、ムオン(Mu6ng)と よばれる盆地国家を築 き、焼 き畑を主生

業 とする他の民族集団に対する政治的支配を及ぼしてきた。以下では、この西北地方の諸民族 に

関す る人類学的研究について、お もに現地調査資料に基づ く民族誌的研究 と、歴史に重点を置い

た文献研究に分けて整理する。

第1節 民族誌的研究

植民地期以降、西北地方における人類学研究ではターイに関するものが質量 ともにもっとも充

実 している。ついで、ムオンに関する詳細 な現地調査データを盛 り込んだ研究が見られる。 これ

は一つには政治的理由がある。19世 紀以前、 ターイとムオンの両民族は、ベ トナム王朝か ら比

較的自律度の高いムオン政体 を築いていた。とくにターイは隣接 して居住するモン ・クメール語

系 ・チベッ ト・ビルマ語系 ・カダイ語系の諸民族や、モン、ザオに対 してもその政治的支配を及

ぼしていた。そのため、この地域を植民地支配 しようとしたフランスの政治的関心 を惹いたので

ある。 さらに、ディエンビエンフーでの敗北によるフランス撤退(1954)後 は、ターイを中心 と

する諸民族の政治的、文化的同化 を視野に入れた文化研究がベ トナム民主共和国下で必要視 され

た。 もう一つの理由は、ターイやムオンは、盆地を中心に居住 し、古来からの物資流通路や仏領

期に建設された国道か らのアクセスが比較的容易な場所に村落が立地していることによる。

もちろん、ターイやムオン以外の民族に関する文化研究は量的に少ないとはいえ、ターイやム

オンに関する文化研究と同様、19世 紀後半に始まるフランス植民地期にすでに開始 されている。

以下では、植民地期(-1954)、 社会主義ベ トナム期(1955-1987)、 ドイモイ期(1988-)の3期 に

区分 して、ベ トナム西北地方における民族誌的研究を概観する。

1.植 民地期:19世 紀から1954ま で

お もに19世 紀末頃 か ら、探 検家、宣教 師、軍人、行政 官に よる報告や民族誌[Cuisinier

l946][Robert1941]や 辞典[Diguet1895][Minot1940]が フランス語で出版 され始める。仏領

期 には、民族の社会や文化の項 目ごとの記述をとお してその社会と文化の全体像を描 こうとする

民族誌の記述形式がすでにで きあがっていた。その構成は、まず、人口や地理的概況について記

し、それから生業経済、親族 ・家族 ・婚姻習俗、物質文化、親族 ・社会構造、儀礼、伝承 ・芸術

を記述するのが常套である。また、雑誌論文 としては、1901年 創刊の 『フランス極東学院紀要』
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(Bulletin de l'ﾉcoleFran軋ise d'Extr麥e-Orient)を は じめ とす る学 術 誌 の い くつ か に、 西 北 地 方 諸

民 族 の 歴 史 や 文 化 に 関 す る 調 査 記 事 が 相 次 い で 確 認 で き る。 ま た 、 民 族 概 説 書[Abadie 1924]

[Diguet 1908][Lunet de Lajonquiere1906コ の記 述 に も、 筆 者 に よ る各 民 族 の 文 化 的 特 徴 に 関 す る

知 見 は反 映 され て い る。

仏 領 期 に お け る フ ラ ンス 人 の 調 査 デ ー タ を も と に執 筆 さ れ た 代 表 的 な タ ー イ 研 究 と して は 、

[Bourlet 1907][Diguet 1895][Lafont 1955][Masp駻o 1916][Robert 1941][Roux1954][Silvestre

l918]な どが あ げ ら れ る 。 ま た 、 ム オ ン研 究 で は 、[Cuisinierl946]が と りわ け よ く知 ら れ て い

る 。 ま た1953年 に 『フ ラ ンス 連 合 の 民 族 誌2巻 ア ジ ア、オセ ア ニ ア 、ア メ リカ 』[Leroi-Gourhan;

Poirier 1953]が フ ラ ン ス で 出 版 され たが 、 そ の 巻 末 の文 献 目録 は、 そ の書 に フ ラ ンス に お い て 出

版 され た イ ン ドシナ に お け る 人 類 学 関連 の 文献 が 広 く掲 載 され て い て、 研 究 者 に と っ て有 効 な 情

報 源 の 一 つ で あ る。と く に タ ー イ に 関 して は、フ ラ ンス 人 に よる研 究 を レビ ュ ー した論 文[Lemoine

l997]も 出版 され て い て 、 これ に よ っ て過 去100年 あ ま りの フ ラ ンス 人 に よ る タ ー イ研 究 の軌 跡

を知 る こ とが で き る。

仏 印 進 駐 前 後1940年 代 に は 、イ ン ドシ ナへ の領 土 拡 大 を も くろ む 日本 で も、[Abadie 1924][満

鉄 東 亜 経 済 調 査 局(編)1943]な どで フ ラ ンス語 民 族 誌 が 日本 語 に 翻 訳 さ れ 、紹 介 され て い る。

2.社 会 主 義 化 の 時 期

:西 北 自治 区 時 代(1955・1975)と ベ トナ ム社 会 主 義 共 和 国 下 での 社 会 主 義 化 時 代

デ ィエ ン ビエ ン フ ー戦 勝1周 年 記 念 に 、諸 民 族 の 平 等 とい う理 念 に基 づ き、 多 民 族 が 混 住 す る

ベ トナ ム 西 北 地 方 に民 族 自治 区(成 立 時 は タ ー イ ・メ オ 自治 区 で あ っ た が 、 後 に 西 北 自治 区 と

改 称)が 誕 生 した 。 こ の 時 期 は 、 自 治 区 の教 育 幹 部 を 中 心 とす る現 地 の知 識 人 た ち に よ っ て 民

族 学 デ ー タが 蓄 積 され た 時 期 で あ り、 ター イ研 究 に お け る ダ ン ・ギエ ム ・ヴ ァ ン(Dang Nghiem

Van)、 カ ム ・ク オ ン(C穃 Cuong)、 カ ム ・チ ョ ン(C瀘 Trqng)、 ム オ ン研 究 に お け る グエ ン ・

トゥ ・チ(Nguy麩 T� Chi)を は じめ とす る ベ トナ ム 人 人 類 学 者 が 国 際 的 に知 名 度 を得 て い く時

期 で もあ っ た。 西 北 自治 区 時 代(1955-1975)に 自 治 区 内 で の 調 査 研 究 に 基 づ くイ ンパ ク トの あ

る 業 績 と し て、[C穃 Trong 1978][Dang NghiemVianl972][Dang Nghiem Van,ch� bi麩1977]

[Nguy麩 T� Chi l971]な ど が あ る。 と くに[Dang Nghiem Van 1972][Nguy麩 T� Chi 1971]は

英 仏 二 言 語 で 発 表 さ れ た た め に 、 ベ トナ ム 国外 の タ ー イ や ム オ ンの 研 究 者 に注 目 さ れ た 。[C穃

Trong 1978][Dang Nghiem Van,ch� bi麩 l977]は 、 コ ン ドミ ナ ス[Condominas 1980]の タ イ系

民 族 の 社 会 空 間 に 関 す る理 論 展 開 に大 きな影 響 を与 え る の み な らず 、 タ ー イ の伝 統 社 会 の構 造 や

ター イ と キ ンの民 族 間 関係 に 関 す る 日本 や 欧米 の 研 究 者 の 関 心 を喚 起 した 。

自治 区 の 時 期 に 、 権 威 あ る ベ トナ ム人 類 学 学術 誌 『民 族 学 雑 誌 』(Tap chi d穗 t� hoc 1974年 創

刊)の 前 身 とな る 『民 族 雑 誌 』(Tap chi d穗 t�,Tap san d穗 t�)の 刊 行 が 首相 府 民 族 班(の ち に

中 央 民 族 委 員 会)か ら始 ま っ た(1958年)。 『民 族 雑 誌 』 に は、 社 会 主 義 的 集 団 化 の 進 展 状 況 と

の 関 わ りか ら、 自治 区各 地 の さ ま ざ ま な民 族 の 文 化 や 社 会 に 関 す る報 告 が 多 数 掲 載 さ れ て い る 。

ベ トナ ム戦 争 が 終 結 して 自治 区 が 解 体 した後 は 、 む しろ ベ トナ ム 人 に よる 調査 研 究 も停 滞 した

観 が あ る。[C穃Trong1987][Nguy麩 V穗 Huy 1985]な どの 著 書 は 出 版 さ れ て い る が 、か な らず

し も この 時 期 に 集 中 的 な調 査 は 行 わ れ て い な い 。 い っ ぽ う、日本 で は 、[綾部1971][加 治1986][菊

池1989][古 田1979][森1989][吉 沢1982]な ど、 自治 区期 ま で の ベ トナ ム人 、 フ ラ ン ス 人 が

提 供 した 民 族 誌 デ ー タ に基 づ き、 イ ン ドシ ナ の 民 族 間 関係 や タイ 系 民 族 の文 化 的 特 徴 に 関す る 分
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析的な研究が蓄積 された。

3.ド イモイ以降(1990年 代以降〉

ドイモイ以降、ベ トナム人、外国人による人類学的研究の量は次第に増加するが、総体 として

は、ターイ研究に重点がある。

ターイ研究に関 しては、ベ トナムでベ トナム ・タイ学プログラム(Chu㎝g trinh Thai hoc Viet

Nam)が 発足 し、研究者のみならず各地の郷土誌家 も加 わり、1991年 以来3回 の大規模な研究

集会の開催 と3冊 の論文集の刊行 という実績を出 している。 これ らの論文集の内容は、ターイに

関する人類学的な研究が中心であるが、タイー、ヌンなどの他のタイー ・ターイ語系民族のみな

らず、ムオンをは じめ とする隣接 して居住 している諸民族 との言語、文化、政治をめぐる関係に

関する論文 も収録されている[樫 永2004]。

い っぽ う、とくに1990年 代半ば以降になると、 ターイ以外のタイー ・ターイ語系民族[L�

Ng穗 S甁1998][Ph� Ninh;Nguy麩 Thinh1999]、 モン[Cu Hoa V穗;Ho瀟g Nam 1994]、チベッ ト・

ビルマ語系やモン ・クメール語系 に属する人口規模が小 さく、道路へのアクセスが悪い僻地の少

数民族[Khong Dien,bien 1999;2000][Pham Huy1997][Pham Huy1998][Tr穗 Binh 1999]に 関

する民族誌がベ トナムで相次いで出版されるようになった。ベ トナムの経済発展のいっぽうで、

国内のインフラ整備、経済や教育の格差是正の問題が重要視 されていることと無関係ではなかろ

う。なお、こうした民族誌記述形式の点では、仏領期の網羅的民族誌の形式が継承 されている。

1990年 代以降に研究が増加 した理由は、長期の定点観測調査 には依然 として困難が伴 うとは

いえ外国人による調査研究がある程度開放されるようになったこと、ベ トナム人研究者 と外国人

研究者の研究交流の場が急増 したことにある。ムオンに関しては、文献研究と現地調査 を複合さ

せた宇野のす ぐれた歴史人類学的な研究が発表 されている[宇 野1999]。 ターイに関しては、樫

永による調査研究に基づ き、村落の社会経済 と伝統的な文化活動の持続 と変化に関する調査研究

が進展 している[樫 永2000a;2000b]。 もちろん、 日本人研究者以外にもタイ人、フランス人、

アメリカ人などが学術調査や開発援助 と結びついた調査などを展開 している。

第2節 歴史的文献研究

現在の西北地方の住民が近代以前にベ トナム王朝や中国と取 り結んでいた政治的、文化的関係

は、仏領期の民族誌以来の主要テーマであるが、漢文資料に基づいた研究 としては、[山 本(編)

1975][Phan Huy L�1962]が 古典的な研究として知 られている。そのほかには、ベ トナム側の漢

文資料 と人類学的文献 に依拠 しながら前近代の近代以前のキンと現西北地方住民 との政治的関係

を意欲的に再構成 しようとした[嶋 尾1984]が 重要である。

漢文資料以外 に、西北地方の歴史や社会についてはターイ文字資料が継承されている。これら

文字資料 に対 して、仏領期のフランス人がすでに学問的関心 を寄せていたが、本格的にこれ ら

文字資料の分析が始まったのは自治区の時期である。以降、年代記、慣習法をはじめとするター

イ文字文献の内容の詳細が紹介 され[C穃 Trong;C穃 Quynh 1960］[Dang Nghiem Van,ch� bi麩

l977]、 同時に、これ らターイ文字文献記述に基づいた西北地方の民族間関係、歴史、ターイの

社会 的特質 に関する研 究も始 まった[C穃 Trong1978]。 この流れは現在 まで継承 され、[樫 永
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2002; 2003]  [Câm Trong; Kashinaga 2003] [Cam Trong; Phan Hûu Dât 1995] [Ngô Dùc Thinh; Câm

Trong 1999]な どの成果が引き続 き発表 されている。

こうした研究は、現地調査 によるデータとターイ文字資料双方に目配 りしなが ら社会 を歴史的

に再構成 しようとした点で、仏領期までの研究とは一線 を画す ものであったが、ターイ文字資料

に対する資料批判が不十分であるという批判は免れがたい。[武 内2003]で は、さまざまな漢文

資料とフランス語資料から近代の西北地方をめ ぐる政治的状況が読み解かれ、歴史研究において

ターイ文字資料の記述 を盲信することに警鐘を鳴 らしている。今後、より実証的な歴史研究が展

開 してい くものと思われる。(樫永真佐夫)
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